
（別紙３）

～ 令和8年8月31日

（対象者数） 8名 （回答者数）
8名

～ 令和8年9月14日

（対象者数） ５名 （回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

グループ活動で学習した内容の般化

実生活での実践

2

ひとり一人の特性に合ったコミュニケーションツールの活用

より一般的なコミュニケーションスキルの獲得・定着

3

事業所内で獲得した適切な行動の般化

職員のスキルアップ

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

放課後児童クラブ（学童）などへの協力要請

利用者の居住地の子ども向けの取り組みなどの情報収集

2

地域の児童発達センターなどから情報提供

利用者が併用している放課後等デイサービス事業所との情報

共有

地域の社会資源に関する情報収集・資源の活用

3

職員向けにペアレントトレーニングに関する研修等を実施

保護者様の家族支援、ペアレントトレーニングに関するニー

ズの把握

ソーシャルスキルトレーニング 日々の支援プログラムで行っているグループ活動でソーシャル

スキルトレーニングを実施

コミュニケーションスキルの獲得 イラストや写真カードを活用したコミュニケーション

身振りサインを取り入れたコミュニケーション

問題行動の減少、適切な行動の増加・定着 トークンエコノミー法の活用

応用行動分析を取り入れた支援

家族支援、ペアレントトレーニング等が実施出来ていない 職員のスキル不足

保護者様のニーズがあるか

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との連携 利用者の居住地がばらばらで、地域との繋がりを構築するのが

難しい

関係機関との連携 学校等の関係機関との連携が難しい

地域で利用出来る社会資源を活用出来ていない

令和8年9月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年9月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　キッズハウスピッピ

○保護者評価実施期間
令和8年8月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


